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私の自由研究 vol.2   「フィリピンの国旗」 

りぶらサポータークラブ 山田美代子 

 

「自由研究というお題をもらったのだけど、何がいいと思

う？」と現役の中学生の孫に聞いてみたところ、「フィリピ

ンの国旗が平和な時と戦いの時とで色が変わることを知

っている？」と返されました。そんなことは全然知らない

私は、この間、世界の国旗についての楽しい講座を受講し

たことを思い出して丁度良いと感じ、調べてみようと思い

ました。 

中央図書館のレファレンスコーナーに行き、 

係の方に調べてもらったところ、7 冊ぐらい 

探して持ってきてくれました。その中から、 

さっと読めそうな本 2 冊を借りました。 

 

 

 

フィリピンの国旗                                         

 

 

 

 

   

戦時国旗 

 （世界の軍旗図鑑より） 

 

 

 

 

 

 

フィリピンの国旗から、現在はキリスト教徒が 8 割を占めるものの、長い歴史を守るフ

ィリピン共産主義勢力や南部の分離独立を望むムスリム勢力との対立があります。平和な

時には全土の平和と独立の時の思いを尊重しているけれど、戦時のことも考えられている

ことがわかりました。孫の一言からフィリピンの歴史を学ぶことができ、より身近な国と

感じることができました。 
        参考図書：「世界の国旗～国旗で学ぶ世界の国々～」メトロポリタンプレス 

              「フィリピンのことが漫画で 3 時間でわかる本」鈴木紘司/坂本直弥著 明日香出版社 

              「世界の軍旗図鑑」苅安望 えにし書房 

 ＜フィリピンの歴史＞ 

＊14 世紀～20世紀前半 

 「スールー王国」イスラム教 

＊16 世紀～19世紀 

  スペイン植民地 

＊1808 年～ アメリカ支配 

＊1935～ 独立の動きあり 

＊1946 年～ 

「フィリピン共和国」独立 

アメリカ流民主主義、教育、 

キリスト教 

・白は平和、青は犠牲心、赤

は勇気と愛国心を表す。 

・3 つの星はおもな島 

ルソン島、ミンダナオ島、

ヴィサヤ島を象徴。 

・太陽から伸びる 8 本の光

はフィリピン独立の時に

最初に武器を取ったルソ

ン島の 8 洲を表す。 

・戦時には天地を逆にして

勇気と愛国心を表す赤を

強調することが法律で定

められている。 



中央図書館 1階レファレンスカウンター「レファレンス事例集」 

家康公の長寿の秘訣は味噌だった！？とも言われるほどの健康食である八丁味噌。 

今回は八丁味噌と家康公に関する質問をご紹介します。 

質 問 徳川家康と八丁味噌の関係について知りたい。 

回 答 【資料 1】「家康は、鷹狩に出かけるときも、たいてい握り飯の両がわに味噌をつけて焼い

たものを弁当に持っていったといわれているとおり、味噌が好きだったらしい。」「家康が

好んだのは生国三河でつくった三河味噌である。」と記載あり。 

【資料 2】「徳川家康を支えた三河武士は、勇猛な武士団としてその名が知られていた。こ

の勇猛な武士たちのソウルフードが味噌であった。江戸幕府を開いた後も、家康と家臣団

は三河の赤味噌を取り寄せていたという。」と記載あり。 

【資料 3】「豆味噌を巧みに利用したのは徳川家康だと言われていれる。」「大豆に含まれて

いるタンパク質は体に摂取されると強力なスタミナ源となる・・・これを戦いのときに兵

隊に食べさせれば無敵の強力部隊ができる。」と記載あり。 

【資料 4】「なお、「三河武士や徳川家康が八丁味噌を食べて天下を取った」という説があ

り、当社（カクキュー）にとって名誉な話ではあっても、これは歴史上の事実ではない。

八丁味噌は、家康たちが食べていた豆味噌を商品として改良した結果、江戸時代初期に出

来上がったというのが最も当を得た考え方である。」と記載あり。 

キーワード 味噌 八丁味噌 徳川家康 

参考資料 【資料 1】『家康の天下盗り健康法』桑田忠親／著 集英社／発行 1982年 

【資料 2】『徳川家の家紋はなぜ三つ葉葵なのか』稲垣栄洋／著 東洋経済新報社 2015年 

【資料 3】『最終結論「発酵食品」の奇跡』小泉武夫／著 文藝春秋 2021年 

【資料 4】『山越え谷越え 350年 カクキュー』八丁味噌史料室／編・発行 2000年 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑誌スポンサー制度をご活用ください！ 

 

中央図書館及び南部市民センター図書室では、図書館の所蔵雑誌を広告媒体として活用いただけ 

る「雑誌スポンサー制度」を導入しています。図書館で購入する雑誌費用をご負担いただくと、館 

内閲覧用の最新号カバーへ広告を掲載できるとともに、雑誌架及び図書館ホームページにスポンサ 

ーとなっていただいた企業・商店・事業主のかたのお名前を掲載させていただきます。 

スポンサーとなられたかたは自らの事業のアピールをするとともに、岡崎市の地域文化にも貢献い 

ただけます。 

制度についてご質問やご興味があるかたは、下記担当までお問い合わせください。 

        

 館内イメージ 
              

 広告掲載イメージ 
 

担当：中央図書館総務係（電話２３－３１０３） 



◆LICC ペディア：英語でイスラムについて学びます。（岡崎市国際交流協会主催）  

        ２月 27日㈰ 「イスラムの真相」14時～16時 LICC研修室 

        講師：マイコワ・ハッワ女史（タタール出身） 

◆子ども向け日本語教室「ぴかぴか」：就学前の外国人園児に日本語を教えます。 

１月 15日～２月 19日までの毎週㈯ 14時～16時 会議室 103 

◆ことばの教室：外国語の基本と簡単な文化を学びます。 

２月 ６日・13日・20日㈰ スペイン語 14時～16時 LICC 研修室 

        ３月 ３日・10日・17日㈭ 中国語   14時～16時 LICC 研修室 

※詳しくは LICC まで 

 

Ⅼ Ⅰ Ⅽ Ⅽ 
LICC とは「りぶら３階・国際交流センター」のことです。 

国際交流に興味のある方、外国人の力になってくれる方、ぜひお立

ち寄りください。 

LICC is“Libra International Community Center”. We have 

activities and events about international understanding and 

multicultural symbiosis.If you are interested in these 

activities, please drop in! 

 

 

今後のイベント紹介 

 

LICC 連絡先：☎23-3148 FAX23-3125 E-mail：Libralicc@city.okazaki.lg.jp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シネマ・ド・りぶら」 

 
日時：月 1 回程度 

場所：図書館交流プラザりぶら 1F 

りぶらホール 

内容：上映会会場での当日受付、席案

内、衛生管理（コロナ対策）、事

前準備や、チラシ・コラム印刷 

など 

りぶらサポータークラブ 

活動会員＆ボランティア大募集 
2022 年 2 月 1 日現在 

 
「書架整理」 

 

日時：開館時間内 

場所：中央図書館内 

（「こどもとしょしつ」「洋書コーナ

ー」は除きます） 

内容：図書館利用者が本を探しやすいよ

うに棚を整理する。 

初めての方は、レクチャーいたし

ますので、りぶらサポータークラ

ブ事務局にお申し出ください。 

※マスクと手袋等をお持ちくださ

い。 

「あみざえもんのお着替えや 

飾り付け」 

 
日時：事務局開局時間内の中でご都合に

合わせます。 

場所：図書館交流プラザりぶら 2F 

市民活動センターカウンター前 

内容：あみざえもん(オカザえもんの編みぐ

るみ)のお着替え（紋付き袴・鎧兜・

クリスマスなど数種類の洋服有）や

季節の飾り付け 

※飾り付けをご自宅で作成できる方

も募集しています。(折り紙・毛糸は

りぶらサポータークラブから支給） 

「図書館リサイクル本バザー」 
 

日時：毎月第３火曜日 13:30～16:30 

場所：図書館交流プラザりぶら 2F 

東玄関（ローソン側） 

内容：準備・販売などのお手伝い 

「『りぶらぶ』の編みぐるみ作成」 

 
日時：事務局開局時間内の中でご都合に

合わせ打ち合わせをします。 

場所：ご自宅 

用意していただくもの：編み物道具 

内容：りぶらサポータークラブ新キャラ

クター『りぶらぶ』の編みぐるみ 

作成。 

     ※毛糸はりぶらサポータークラブ

から支給します。 



2021 年度 シネマ･ド･りぶら 

第 93回  2 月 21 日（月） 『哀 愁』 
監 督：マーヴィン・ルロイ 

脚 本：S・N・バーマン、ハンス・ラモー 

ジョージ・フローシェル 

原 作:ロバート・E・シャーウッド 

『Waterloo Bridge』 

製 作:シドニー・フランクリン 

出 演:ヴィヴィアン・リー 

ロバート・テイラー 

公 開：1940年 

製作国：アメリカ 上映時間：108分 

第 94 回  3月 7日（月） 『レインメーカー』 
監督・脚本：フランシス・フォード・コッポラ   

原 作：ジョン・グリシャム 

     『原告側弁護人』 

音 楽：エルマー・バーンスタイン 

出 演：マット・デイモン 

クレア・デインズ 

ジョン・ヴォイト 

公 開：1998年 

製作国：アメリカ 上映時間：135 分 

 

【上映時間】 

①10：30～ ②14：00～(各回 30 分前から入場できます。) 

※階段席はヒアリングループに対応しております。 

※予定は変更される事があります。 

【新型コロナ感染症対策のお願い】 

※各回先着 100名まで、１時間前から整理券を配布します。 

 氏名、連絡先をご記入いただいたものを回収させていただきます。 

※館内はマスク着用、会話はお控えください。 

※席の移動•隣席の使用は禁止です。 

※岡崎市新型コロナウィルス感染症対応ガイドラインに沿って、警戒レベル４になった場合、ま

たは主催者の判断により急遽中止とさせていただくことがあります。中止の際はりぶらサポー

タークラブのホームページなどで告知しますが、告知が開催日の直前になることがあります。

悪しからずご了承ください。 

 

シネマ・ド・りぶらは中央図書館にあるＤＶＤ、関連書籍の紹介・活用を目的に、中央図書館より委

託を受け、りぶらサポータークラブが運営しています。 

【りぶらサポータークラブ連絡先】 

 TEL : ０７０－５２５２－７２６３（月火木金（祝日は除く） 13:30-16:30) 

 Mail：libra-sc@libra-sc.com  HP: https://www.libra-sc.com/ 


